
中期経営計画『KAI-KAKU150 1st STAGE「未来へのとびら」』は、長期ビジョン『お客さまと地域の未来を切り拓く 
「デジタル&コンサルティングバンク」』を実現するための当初3年間の活動計画です。

この中期経営計画は、あらゆる面で土台づくりの3年間となります。土台が揺らぐと持続可能な成長が実現できません。
短期的な結果を追い求めるのではなく、中長期的な視点を持って改革を進めています。

中 期 経 営 計 画  

KAI-KAKU150 1st STAGE 「未来へのとびら」

3つの改革と14の基本戦略

〜デジタル&コンサルティングバンクをめざして〜

（2019年4月〜2022年3月）

中期経営計画の全体像

中期経営計画では、当行を取り巻く環境や課題を踏まえ、3つの改革「収益構造改革」「組織・人材改革」「IT・デジタル改革」
に取り組んでいます。

中期経営計画の3つの改革と14の基本戦略

収
益
構
造

⑭ 

E
S
G
／
S
D
G
s
へ
の
取
組
み

組
織･

人
材

I
T
･
デ
ジ
タ
ル

組織･人材
改革

IT･デジタル
改革

リアル（対面営業）
とデジタルの融合

コンサルティング・
ソリューション強化

組織・人員の
効率化(省人化)

新たな価値創造
さらなる生産性向上

収益構造
改革
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